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こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
に
求
め

ら
れ
る
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
、
住
民
と
行
政
の

協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
や
今
後
の
取
り
組
み

の
方
向
性
な
ど
を
示
す
「
協
働
の

指
針
」
を
策
定
し
、
住
民
が
参
画

し
や
す
い
協
働
の
仕
組
み
作
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
政
策
評

１８

価
制
度
を
正
式
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
評
価

を
実
施
す
る
た
め
に
、
住
民
の

方
々
を
構
成
員
と
す
る
外
部
評
価

委
員
会
を
設
置
し
、
政
策
評
価
の

客
観
性
や
透
明
性
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

の
社
会
構
造
と
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
る
ご
み
の
増
加
は
、
ご

み
処
理
や
環
境
問
題
に
関
わ
る

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
の
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
ク
リ
ー

ン
当
別
推
進
審
議
会
の
「
住
み
よ

い
環
境
や
限
ら
れ
た
資
源
を
保
護

し
て
い
く
上
で
、
家
庭
ご
み
の
有

料
化
は
効
果
的
」
と
す
る
答
申
や
、

有
料
化
に
係
る
住
民
懇
談
会
で
の

意
見
を
基
に
「
当
別
町
家
庭
ご
み

有
料
化
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、

資
源
物
を
除
く
、
燃
や
せ
る
ご

み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
燃
え
な

い
ご
み
、
粗
大
ご
み
の
有
料
化
を

平
成　

年　

月
の
実
施
に
向
け
て

１８

１０

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
詳
細

は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
）

　

民
間
委
託
の
推
進
や
施
設
、
業

務
な
ど
の
統
廃
合
を
進
め
る
一

　

平
成　

年
度
の
予
算
は
、
限
ら

１８

れ
た
財
源
で
最
大
限
の
行
政
効
果

を
上
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し

ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
ご
み
の
有
料
化
、

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
、
下

水
道
使
用
料
の
改
定
な
ど
に
よ
り

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す

地
方
交
付
税
は
大
幅
に
減
少
し
、

町
税
も
徴
収
強
化
に
よ
り
徴
収
率

の
低
下
傾
向
に
歯
止
め
は
か
か
っ

た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
な
ど
の
影
響
に
よ
り
減
収
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
政
策
評
価
と
の
連

動
に
よ
る
経
常
経
費
の
縮
減
を
進

　

石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務
組
合

は
、
十
勝
沖
地
震
に
よ
る
石
狩
湾

新
港
地
区
の
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯

蔵
所
破
損
事
故
な
ど
、
危
険
物
施

設
の
特
殊
災
害
や
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
な
ど
の
た
め
、
４
月
か
ら

本
部
を
石
狩
市
に
移
転
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
、
し
尿
な
ど
の
一

般
廃
棄
物
の
処
理
を
共
同
で
行
っ

て
い
る
北
石
狩
衛
生
施
設
組
合

は
、
新
篠
津
村
の
組
合
脱
退
と
そ

の
後
の
組
合
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
よ
り
効
率

的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
本
年
３

月　

日
を
も
っ
て
組
合
を
解
散
す

３１
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
解
散
後
の
、
当
別
町
の
一

般
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
は
、
石
狩

市
に
事
務
を
委
託
し
、
適
正
に
処

理
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
生
活
に
お
い
て
ご
み
問
題

は
重
要
な
課
題
で
す
。
大
量
消
費

方
、
新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
施

策
を
総
合
的
、
機
能
的
に
展
開
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
行
政
組
織

の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
「
定
員
適
正
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
職
員
数
の
適
正
化
を
図

る
と
と
も
に
、
町
長
、
助
役
、
教
育

長
及
び
一
般
職
員
の
人
件
費
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
抑
制
に
努
め
ま

す
。（
平
成　

年
度
は
、
町
長
期
末

１８

手
当　

％
、
助
役
、
教
育
長
期
末

60

手
当　

％
、
一
般
職
員
期
末
勤
勉

30

手
当　

％
の
削
減
）

11

め
る
一
方
、
少
子
高
齢
対
策
な
ど

に
も
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
事
業
は
、
地
方

債
発
行
額
の
抑
制
を
図
り
つ
つ
、

可
能
な
限
り
財
源
の
確
保
や
事
業

費
の
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
ま
し

た
。
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再
構
築
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
な
が
ら
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し

や
行
政
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
簡
素
で
効
果
的
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
目
指
す
一
方
で
、
施
策
の
重
点
的
な
展
開
を
図
り
、
当
別
町
に
潜
在

す
る
様
々
な
地
域
資
源
に
付
加
価
値
を
つ
け
、
住
民
と
共
に
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
度
は
、
特
に
次
の
施
策
を
重
点
に
取
り
組

18

み
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
と
美
し
い
農

村
風
景
は
、
本
町
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
平
成　
１４

年
の
「
美
し
い
ま
ち
当
別
を
み
ん

な
で
つ
く
る
条
例
」
制
定
後
は
、

町
内
会
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推

進
組
織
を
は
じ
め
、
学
校
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
景
観
保
存

会
な
ど
多
く
の
町
民
や
企
業
の
努

力
で
、
着
実
に
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
美
し
い
景
観
を
創
り

出
す
取
り
組
み
は
、
町
の
付
加
価

値
を
高
め
、
町
の
活
性
化
や
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
効
果
的
、

計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
、「
景

観
形
成
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
自
ら
が
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
「
景
観
形
成
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
を
協
働
で
進

め
る
と
と
も
に
、「
当
別
町
美
し

い
景
観
委
員
会
」
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
学
、
医
療
機
関
、
民
間
企
業

が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
独
自
の
路

線
を
運
行
し
て
お
り
、
１
日
に
数

台
の
バ
ス
が
同
じ
よ
う
な
ル
ー
ト

で
運
行
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
町
内
及
び
札
幌
市
あ
い
の
里

地
区
ま
で
を
多
目
的
に
運
行
し
て

い
る
バ
ス
を
一
元
的
に
管
理
し
て

コ
ス
ト
を
削
減
し
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
生
活
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
に
、
昨

年
よ
り
有
識
者
、
バ
ス
事
業
者
な

ど
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
か
ら

18

新
た
な
バ
ス
交
通
体
系
に
基
づ
く

実
証
運
行
を
開
始
し
ま
す
。（
詳

細
は　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

11

　

こ
の
よ
う
な
生
活
交
通
シ
ス
テ

ム
の
確
立
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢

社
会
、
交
通
安
全
対
策
、
環
境
対

策
を
考
え
た
時
、
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
低
料
金
で
利
用
し
や

す
い
交
通
機
関
と
し
て
、
安
定
し

た
持
続
可
能
な
バ
ス
運
行
を
推
進

し
、
人
の
動
き
に
よ
る
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

移
住
促
進
で
は
、
北
海
道
が
取

り
組
ん
で
い
る
団
塊
世
代
退
職
者

の
移
住
促
進
事
業
と
連
携
し
、
札

幌
市
に
隣
接
し
て
い
る
地
理
的
優

位
性
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
美

し
い
田
園
風
景
の
特
徴
を
生
か
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
や
消
費
拡
大
に
よ
る
経

済
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
２
月
に
行
政
手
続
き

１５

オ
ン
ラ
イ
ン
化
法
が
施
行
さ
れ
、

国
の
機
関
へ
の
申
請
、
届
出
は
電

子
的
手
段
で
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
平
成　

年
度
か
ら
は
、
戸
籍

１８

や
住
民
票
の
交
付
申
請
な
ど
、
住

民
の
身
近
な
手
続
き
を
電
子
化
す
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る
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
が
運

用
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
対
応
し
た
条
例
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
電
子

申
請
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
、
住

基
カ
ー
ド
の
普
及
と
速
や
か
な
電

子
申
請
事
務
の
導
入
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
社
会
の
電
子
化
推
進
に

伴
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
を
中
心

と
す
る
住
民
記
録
や
年
金
、
介

護
、
税
金
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
は
、

電
子
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
、
新
し
く
パ
ソ
コ
ン

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
「
基
幹
行
政
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。
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各
種
福
祉
計
画
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
の
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

１９

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

で
は
、
組
織
の
『
経
理
の
一
元
化
』

が
求
め
ら
れ
、
組
織
の
構
成
員
自

ら
が
、
安
定
的
な
経
営
を
確
立
す

る
取
り
組
み
に
対
し
支
援
を
行

い
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
や
生
産

品
目
の
調
整
に
よ
る
所
得
向
上
な

ど
、
農
業
者
の
意
識
改
革
を
誘
発

し
、
組
織
の
確
実
な
育
成
・
確
保

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
加
工
・
開
発

は
、
新
た
な
農
家
所
得
向
上
の
た

め
に
重
要
な
取
り
組
み
と
な
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。

　

当
別
駅
前
に
Ｊ
Ａ
北
石
狩
が
所

有
す
る
れ
ん
が
倉
庫
は
、「
当
別

大
通
」
に
位
置
し
、
当
別
駅
前
の

新
た
な
賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
、

文
化
活
動
な
ど
を
通
じ
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
有
効
な

施
設
で
あ
り
、
活
用
を
検
討
す
る

住
民
主
体
の
「
当
別
町
文
化
創
造

と
賑
わ
い
創
出
検
討
委
員
会
」
か

ら
の
整
備
内
容
の
提
案
を
受
け
、

平
成　

年
度
は
、
れ
ん
が
倉
庫
を

１８

購
入
し
、
実
施
設
計
、
整
備
工
事

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
施
設
に

必
要
な
備
品
な
ど
を
購
入
し
、
平

成　

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

１９
し
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
成
人

歯
科
健
診
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

な
ど
医
療
大
学
と
の
協
働
に
よ
る

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
は
、
講

習
会
講
師
、
大
学
生
の
協
力
会
員

へ
の
参
加
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
青
少

年
活
動
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う　

」
２４

と
の
連
携
に
よ
り
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

中
央
通
と
北
栄
通
の
道
路
改
良

工
事
の
、
本
年
度
事
業
完
成
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
街
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の

整
備
改
善
と
宅
地
の
利
用
増
進
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
幸
町
土
地

区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
年
度
事
業
着
手
が
予
定
さ
れ

て
い
る
当
別
大
橋
架
換
事
業
の
早

期
完
成
を
北
海
道
に
強
く
働
き
か

け
、
当
別
大
通
の
全
線
開
通
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
図
り
、
子
育
て
の
悩
み

に
対
す
る
相
談
、
親
子
で
集
え
る

交
流
の
場
づ
く
り
や
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
支
援
な
ど
を
積
極
的
に

行
う
と
共
に
、
育
児
の
援
助
を
受

け
た
い
人
と
援
助
が
行
え
る
人
が

会
員
と
な
っ
て
、
育
児
を
住
民
の

相
互
援
助
に
よ
り
行
う
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
建
替
え
計
画
に
合
わ
せ

て
、
幼
保
一
元
化
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
留
守
家
庭
児
童
対
策
と

し
て
設
置
し
た
、
緑
町
こ
ど
も
プ

レ
イ
ハ
ウ
ス
と
当
別
こ
ど
も
プ
レ

イ
ハ
ウ
ス
を
統
合
（
新
名
称
は
「
当

別
子
ど
も
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
」）
し
、

当
別
幼
稚
園
の
跡
地
に
移
転
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
土
曜
保
育
も
実
施

し
ま
す
。　

　

北
海
道
医
療
大
学
は
本
町
に

と
っ
て
貴
重
な
知
的
、
教
育
資
源

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
更
に
大
学

と
の
連
携
を
進
展
さ
せ
、
多
彩
な

学
習
機
会
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

商
店
街
の
活
性
化
は
、
商
工
会

と
と
も
に
ま
ち
の
駅
「
ア
ウ
ル
」

で
、
町
民
と
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
賑
わ
い
の
あ
る
「
学
生

の
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
、
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
推
進
、
さ
ら
に
町
内

の
最
新
情
報
の
発
信
な
ど
、
学
生

や
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
計
画
に
よ
る
介
護
予
防
重
視

型
シ
ス
テ
ム
の
充
実
の
た
め
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
総
合
相
談
、
介
護
予
防
事

業
、
虐
待
防
止
や
権
利
擁
護
事
業

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
を

防
ぐ
た
め
に
、「
と
う
べ
つ
健
康

プ
ラ
ン　

」
に
基
づ
き
、
国
の
ヘ

21

ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
取
り
入
れ
、

各
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
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平
成　

年
度
か
ら
一
園
化
し
、

１８

年
少
、
年
長
共
に
複
数
学
級
に
よ

る
多
様
な
活
動
と
、
新
た
に
副
園

長
制
度
を
取
り
入
れ
、
教
育
相
談

機
能
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
通
園
バ
ス
路
線
延
長

や
太
美
地
区
の
停
留
所
増
設
な
ど

を
図
り
ま
す
。

�
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�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�

「
確
か
な
学
力
」
を
培
う
た
め
、

加
配
教
員
の
活
用
、
大
学
生
に
よ

る
教
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続
と

と
も
に
、
通
知
表
の
研
究
、
小
中

学
校
の
実
践
的
交
流
な
ど
を
当
別

町
学
校
教
育
研
究
推
進
協
議
会
と

連
携
し
て
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
の
人
材
や
教
材
の
活
用
、

児
童
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
勤
労
観
や
職
業
観
を

身
に
つ
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
の
た
め
、
職
場
開
拓
や
移
動
手

段
な
ど
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

学
校
評
議
員
の
活
用
や
保
護
者

の
評
価
を
取
り
入
れ
た
学
校
運
営

の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
日
以
外
で
も
参

観
で
き
る
工
夫
や
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
、
学
校
だ
よ
り
の

地
域
へ
の
配
付
な
ど
に
取
り
組

み
、
学
校
理
解
や
情
報
の
共
有
な

ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

平
成　

年
度
か
ら
の
軽
度
発
達

１９

障
が
い
の
児
童
生
徒
へ
の
特
別
支

援
教
育
に
向
け
て
、
平
成　

年
度

１８

は
、
保
護
者
へ
の
理
解
活
動
や
対

象
者
の
教
育
支
援
計
画
の
試
案
検

討
、
専
門
家
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
内
外
の
安
全
、
安

心
体
制
と
し
て
、
地
域
性
に
応
じ

た
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
見

直
し
や
、
防
犯
教
室
の
位
置
づ

け
、
全
通
学
路
の
安
全
点
検
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
の
実
施
と
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
新

１
年
生
へ
配
付
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

衛
生
管
理
の
徹

底
や
点
検
を
図
り

つ
つ
、
地
場
野
菜

の
利
用
拡
大
や
給

食
献
立
の
工
夫
を

行
い
、
安
全
で
喜

ば
れ
る
給
食
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

　

食
に
関
す
る
指
導
体
制
を
図
る

た
め
、
栄
養
教
諭
と
し
て
給
食
セ

ン
タ
ー
と
兼
務
で
学
校
に
配
置

し
、
指
導
体
制
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

�
�
�
��

　

子
育
て
を
考
え
る
つ
ど
い
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
推
進
事
業
や

「
絵
本
の
日
」
事
業
、
絵
本
に
親

し
む
講
演
会
な
ど
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

新
た
に
父
親
を
対
象
と
し
た
家

庭
教
育
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
　

　

週
末
の
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り

や
、
中
高
校
生
を
対
象
と
し
た

「
子
育
て
講
座
」
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
西
当
別
地
区
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、「
子
ど

も
出
前
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

な
ど
の
作
成
を
行
い
、
学
校
、
地

域
と
の
情
報
共
有
や
、
状
況
に
応

じ
た
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
の
巡
回

を
進
め
る
ほ
か
、
町
内
会
や
町
防

犯
協
会
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

�
�
�
�
　

今
日
的
な
学
習
テ
ー

マ
や
幅
広
い
学
習
機
会
の
提
供
と

と
も
に
、
参
加
し
や
す
い
「
町
民

自
主
企
画
講
座
」
の
工
夫
を
図
り

ま
す
。

　
「
当
別
学
講
座
（
北
海
道
医
療
大

学
と
の
連
携
事
業
）」
は
町
民
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
講
座
開
設
と
、
子
供

を
対
象
と
し
た
講
座
や
体
験
的
な

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
「
こ
と
ぶ
き
大

学
」
で
は
、
異
世
代
交
流
を
進
め
る

な
ど
、
活
動
内
容
の
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

芸
術
文
化
の
充
実
と
文
化
協
会

や
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
発
表

の
機
会
を
充
実
で
き
る
よ
う
、
活

動
の
支
援
や
環
境
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
施
設
使
用
料

の
見
直
し
を
進
め
ま
す
が
、
伊
達

記
念
館
、
開
拓
郷
土
館
は
、
本
町

の
貴
重
な
歴
史
資
料
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
無
料
化
を
図
り

ま
す
。

　

公
民
館
図
書
室
の
移
動
に
向

け
、
図
書
室
づ
く
り
の
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
利
用
し
や
す
い
図
書

室
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�

　

親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
事
業
を
、
体
育
指
導
員
の
協
力

を
得
て
取
り
進
め
る
と
と
も
に
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
健
康
運
動

相
談
の
実
施
や
、
専
門
指
導
員
を

配
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
指
導
事
業
の
夜
間
へ
の

拡
大
を
図
る
ほ
か
、
地
域
人
材
を

活
用
し
た
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
の
回
数
を
増
加
し
ま
す
。
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376,215総務費
2,026新規　防災推進・啓発強化事業
10,674継続　町内会運営補助事業

1,222,919民生費
146,238新規　自立支援給付事業
14,069継続　放課後児童対策事業
485,687衛生費
97,867新規　ごみ減量化推進事業
2,400新規　みどりヶ丘葬苑改修工事
389,179農林水産業費
69,183継続　道営土地改良事業
20,672新規　東裏体験農村公園造成事業

1,684,851土木費
258,052継続　遊遊公園造成工事
194,400継続　雪対策事業
455,395教育費

39新規　図書館設置検討事業
5,760新規　当別中学校暖房設備改修工事

���������

��������

7,3321. 美しいまちづくりの推進
5,700景観形成基本計画の策定
46,8002. バス交通体系の確立
46,800コミュニティバス実証運行事業
2,0563. 情報通信基盤の整備
2,056ＨＡＲＰ電子申請事業
16,6434. 子育て支援の推進
14,908保育所の再編
29,8795. 少子高齢化に対応した健康づくりの推進
26,539健康づくりの推進
5,7006. 農業生産組織及び農産物加工・開発への支援
5,700農業生産組織への支援
93,1327. 文化創造と情報発信拠点の創出
93,132駅前れんが倉庫の施設整備事業
25,4378. 北海道医療大学との連携と商店街の活性化
21,778商工会補助金
679,3049. 都市計画事業の推進
334,488当別幸町土地区画整理事業

�����������

�������������

�����������������	
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（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）
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議会費　
105,490（1.2％）

総務費
376,215（4.2％）

民生費
1,222,919
（13.5％）

衛生費
485,687
（5.4％）

農林水産業費
　389,179
  （4.3％）

商工労働費
　50,602
  （0.5％）

土木費
1,684,851
（18.7％）

消防費
451,322（5％）

教育費
455,395（5.1％）

公債費
2,052,620
（22.8％）

職員費
1,731,303
（19.2％）

その他
10,179
（0.1％）

������

��������	
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  町　税　
1,815,198
（20.1％）

地方交付税
3,496,220
（38.8％）

国庫支出金
  679,253
  （7.5％）

道支出金
356,855
  （4％）

繰入金
271,641
  （3％）

  町　債
1,007,800
（11.2％）

  その他
1,214,870
（13.5％）

使用料及び手数料
173,925（1.9％）

（単位：千円）
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２
月　

日
の
第
７
回
会
議
で
は
、
町
が
提

２０

言
書
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
、
協
働
の
指
針

骨
子
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

骨
子
原
案
に
対
す
る
委
員
会
で
の
主
な
意
見

�
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
の
意
見
を
吸
い
上 

げ
る
の
は
町
内
会
し
か
な
い
と
思
う
の

で
、
町
内
会
の
役
割
が
も
っ
と
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
表
現
が
欲
し
い
。

�
例
え
ば
、
町
内
会
な
ど
地
域
の
人
が
、
子

供
た
ち
や
高
齢
者
の
安
全
を
守
る
た
め
、

皆
で
防
災
、
防
犯
に
つ
い
て
取
り
組
む
事

例
を
記
載
し
た
方
が
、
身
近
な
協
働
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

�
骨
子
（
案
）
に
は
町
内
で
の
活
動
事
例
数

　

が
少
な
い
。
大
き
い
組
織
の
活
動
事
例
が 

　

多
い
の
で
、
小
さ
な
組
織
で
活
動
を
し
て

　

い
る
人
に
と
っ
て
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る

　

の
で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

　

町
民
が
参
加
で
き
る
か
と
い
う
事
例
が
あ

　

る
と
分
か
り
や
す
い
の
で
、
で
き
る
だ
け

　

多
く
の
事
例
を
載
せ
た
方
が
い
い
。
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広
報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
当
別
町

協
働
の
指
針
策
定
検
討
委
員
会
は
、「
協
働
の

指
針
」
策
定
に
向
け
て
の
提
言
書
を
２
月　
１４

日
に
泉�
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。　

　

町
は
、
こ
の
提
言
書
を
基
に
、「
協
働
の
指

針
」
の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
実
施
さ
れ

１７

た
北
海
道
公
共
事
業
再
評
価

の
知
事
意
見
を
受
け
て
「
当

別
ダ
ム
建
設
事
業
関
連
事
業

者
連
携
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、

２
月　

日
に
第
１
回
会
議
が

１５

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
事
業
主
体
の

北
海
道
が
、
石
狩
西
部
広
域

水
道
企
業
団
や
国
と
個
別
に

協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
「
連
携
会
議
」
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
町
を

含
む
関
係
団
体
が
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
環
境
の
変
化

に
適
切
に
対
応
を
し
な
が

ら
、
当
別
ダ
ム
関
連
事
業
の

実
施
に
関
す
る
事
項
の
情
報

交
換
や
相
互
調
整
を
行
い
、

事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
会
議
で
は
、

①
関
連
事
業
全
体
事
業
計
画

概
要
、
②
平
成　

年
度
関
連

１８

事
業
実
施
計
画
概
要
、
③
関

連
事
業
に
関
連
し
た
地
元
地

域
の
動
静
に
つ
い
て
、
協
議

検
討
が
さ
れ
ま
し
た
。　

　

会
議
の
結
果
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　　　　☆会議結果　http://www.pref.hokkaido.jp/kensetu/kn-sapdg/sap-dogen/toubetudamu/renkei/
　　　　☆当別ダム建設事業に係る評価　http://www.pref.hokkaido.jp/skikaku/sk-ssnji/assess/hyokaindex.htm
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第
２
回
会
議
を
２
月　

日
に
開
催
し
、
町

２４

は
、
平
成　

年
度
末
ま
で
に
見
込
ま
れ
る
再

１７

構
築
プ
ラ
ン
の
推
進
状
況
の
報
告
や
、
平
成

　

年
度
か
ら
の
政
策
評
価
制
度
に
向
け
た
基

１８本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
の
意
見
や
質
問
が

出
さ
れ
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　　

委
員
会
で
の
主
な
意
見　
　
　
　
　
　

�
行
財
政
を
再
構
築
す
る
た
め
に
は
、
支
出

　

を
減
ら
す
こ
と
と
収
入
を
増
や
す
こ
と
の

　

両
方
が
必
要
だ
と
思
う
。

�
町
内
で
消
費
を
し
て
も
ら
い
、
税
収
を
上

　

げ
る
と
い
う
観
点
も
必
要
。

�
町
の
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
町
民
が
当

　

別
を
愛
す
る
気
持
ち
が
必
要
。　

　

例
え
ば
、
当
別
で
買
い
物
を
す
る
な
ど
の

　

意
識
が
大
事
。
意
識
改
革
を
町
民
が
や
っ

　

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
役
場
職
員
も
町
内
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
、
町
民
と
一
体
に
な
り
、
協
働
で
意
識

改
革
を
し
な
が
ら
こ
の
町
を
良
く
し
て
い

く
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
。

�
次
回
委
員
会
は
６
月
を
予
定
。

�
委
員
会
で
の
資
料
や
次
回
委
員
会
の
開

催
日
程
（
決
ま
り
次
第
）
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�� ����������
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町
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
修

正
し
た
骨
子
原
案
に
対
す
る
、
町
民
か
ら

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
関
係
団
体
と

の
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
回
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見

交
換
結
果
を
ま
と
め
た
、「
協
働
の
指
針
」

（
骨
子
）最
終
案
に
つ
い
て
町
か
ら
説
明
を

し
、
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
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プラン

再構築
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　町は町民の皆さんと一緒に「協働によるまちづくり」につい
て考えるための材料として「協働の指針（骨子）原案」をまと
め、概要版を町広報４月号と共に各ご家庭に配布しました。
　この（骨子）原案に対する意見を4月30日（日）まで募集しま
す。是非、多くの方の意見をお聞かせください。
　詳しくは、概要版とともに配布したチラシをご覧ください。
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▼���　農林課（�23―3096）

　

多
目
的
ホ
ー
ル
や
調
理
実

習
室
が
あ
る
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
（
白
樺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
会
合
な
ど

町
民
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
使
用
実
態
に

合
わ
せ
て
、
新
た
に
各
室
ご

と
に
使
用
料
を
設
定
し
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
団
体
の
使
用
内
容

に
よ
っ
て
は
、
使
用
料
の
減

額
、
減
免
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、　

月
か
ら
4
月
ま

11

で
は
、
使
用
料
の　

分
の　

100

20

に
相
当
す
る
暖
房
料
が
か
か

り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
定
め
る
目
的

以
外
に
使
用
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
使
用
料

が
か
か
り
ま
す
。
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�施設を利用するときに支払う 料
金などで施設の維持管理費などの
一部に使います。
�総合体育館・コミュニティーセ　
ンター・公営住宅・上下水道など。
��������

�各証明書を交付してもらうとき
に支払う料金のことです。
�住民票や印鑑登録証明書の交付・
し尿収集運搬費用など。
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こ
れ
ま
で
も
広
報
誌
で
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
が
、「
当
別
町
下
水
道
事
業
運
営
委

員
会
」
は
、
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
の
必

要
性
が
あ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
答
申
書

を
町
に
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
答
申
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

新
し
い
下
水
道
使
用
料
金
が
決
ま
り
ま
し

た
。　

月
か
ら
は
、
上
記
の
新
料
金
に
消

１０

費
税
を
加
え
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
の
施
設
整
備
や
、
経
営
状

況
な
ど
は
今
後
も
広
報
を
通
じ
て
ご
案
内

し
ま
す
。
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総
合
体
育
館
と
西
当
別
コ

ミ
ュ
ニ
ニ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ
を
個
人
で
使
う
場
合
の

使
用
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
減
免
措
置
は
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
。

�
　

歳
以
上
の
方
の
個
人
利
用

65

　

は
無
料
に
な
り
ま
す
。

�
団
体
利
用
の
使
用
料
の
減
免

　

で
は
、
少
年
育
成
関
係
団
体

　

が　

割
と
な
り
ま
す
。
体
育

10

　

協
会
・
文
化
協
会
加
盟
団
体
が

　

5
割
減
免
、
こ
れ
ら
以
外
の

　

団
体
が
使
用
す
る
場
合
は
減

　

免
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
西
当
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　

ン
タ
ー
で
葬
儀
を
行
う
場
合

　

は
使
用
料
が
5
割
増
し
に
な

　

り
ま
す
。　
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�
�
�
�
�
�
	

��
�
�
�
�
��
�
�
�
�	


�
�
�


　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
な
ど

の
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
は
、
汲
取
り
を
申
し

込
ま
れ
た
方
に
、
収
集
運
搬
手
数
料
を
負
担
い

た
だ
き
、
町
が
処
理
費
用
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
数
料
は
、
昭
和　

年
か
ら
据
え
置
か

５７

れ
、
既
に　

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２０

収
集
と
運
搬
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適
正
な
手
数

料
に
す
る
た
め
の
改
定
を
行
い
ま
す
。
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▼���　総合体育館（�22―3833）

▼���　環境対策課
　　　　（�23－2503）

▼���　下水道課
（�23－3542）

　

当
別
伊
達
記
念
館
・
伊
達
邸
別
館
と
開
拓
郷

土
館
は
、
ま
ち
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
財
産

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
内
外
多
く
の
方

に
観
覧
し
て
い
た
だ
き
た
い
施
設
で
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
無
料
で
観
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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▼�
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�
　

社
会
教
育
課
（�
2
2
―
3
8
3
4
）
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　保険料は、６５歳になった月（１日が誕生日の場合は前の月）分から納めます。
　ご本人が受けている年金額によって納め方は２種類に分かれます。

���������	


���������	
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　年６回の年金受給時に、介護保険料があらか
じめ差し引かれています。
　４・６・８月は２月分と同額の保険料額を納
めます（仮徴収）
　１０・１２・２月は、前年の所得を基に年額保険
料を算出し、仮徴収分を調整した保険料額を納
めます（本徴収）

���������	
�������

　個別に送付される納付書で保険料を納めま
す。（納期は７月～３月までの９期）
���������	
�����

　①年度途中で65歳になったとき
　②他の市町村から転入したとき
　③保険料額や年金額が変更になったときなど
���������	

　保険料の納付書、預金通
帳、通帳届出印を持参し、町
内の金融機関で手続きがで
きます。

　������
　
�
�
�
�
�
〜　
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

６５

▼���　福祉課介護サービス係（�23―3029）
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原則として前年度2月分の
保険料を納めます。
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　介護保険を運営するために
必要なお金は、保険対象者が
払う保険料で半分を賄い、国、
都道府県、市区町村の負担金
で残り半分を賄っています。
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　4月1日から「当別町コミュニティバス」が実証運行を始めます。このバスは、町
のほかに北海道医療大学、北洋交易（株）、とうべつ整形外科が共同で運行し、4業
者の従来路線とアンケート調査で利用希望の多かった施設を結びました。さらに、
JR石狩当別駅・JR石狩太美駅の列車発着時刻に合わせたダイヤを組んでいます。
　今年度の実証運行期間に町民の皆さんのご意見をいただき、来年４月から“当別
らしい”本格的なバス運行を目指します。

���������	
��

���������������

9時～17時
（平日のみ）

23－2447錦町1248番地当別町商工会

10時～17時
（月曜日休み）

25－5116弥生52番地当別町商店街活性化センター「あえ～る」

9時～17時
（平日のみ）

22－2301総合保健福祉センター「ゆとろ」内
当別町社会福祉協議会内
老人クラブ連合会事務局

9時～18時23－2630樺戸町1055番地（有）下段モータース

9時～18時26－2348スウェーデンヒルズ管理センター内北洋交易（株）

8時～21時26－2410太美町1484番地（株）小島商店

�����　
広報4月号と一緒に配布している「コミュニティバス停留
所時刻表」をご覧ください。
�����　
3月に配布しています「とうべつバス通信第9-10合併最終
号」をご覧ください。
����������

運行時刻・運行路線・運賃などは町ホームページにも掲載
しています。http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/
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500円1,000円1,500円1カ月

1,000円2,000円4,000円3カ月

2,000円4,000円8,000円6カ月

3,000円6,000円12,000円12カ月

�全路線　一律200円 （1回乗車につき）    �全路線乗り放題定期券（フリーパス）

注1）「障がい者」とは、身体・知的・精
　　神などの「障がい者であることを証
　　明する手帳」を保有する人。
注2）「介護人」とは、「障がい者（4級・
　　中 度以上）」に同伴する人。
注3）6歳以下（就学前）は無料。（ただし 
      13歳以上の保護者同伴のこと）
注4）定期券の期限は、平成19年3月31     
    日まで（実証運行期間中）　　　
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�������　企画課企画振興係（�23－3042）
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こ
の
度
、
3
月　

日
を
も
ち
ま
し
て
助
役
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ

31

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
、
泉�
町
長
の
も
と
、
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
が
完
成

し
、
自
立
し
た
ま
ち
に
向
け
て
、
当
別
町
が
大
き
く
動
き
出
し
た
2
年

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
町
民
皆
様
と
の
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
着
実
に
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
を
は
じ
め
、
議
会
議
員
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
頂
き
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
当
別
町
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
と
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

����������������
����������������
����������������
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����������������
����������������
����������������
����������������
																

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
　��
��
��
��
�

こ
ん
ど
う　

み
つ
の
り

【経　歴】
昭和19年4月生まれ　当別町出身
昭和38年  4月　　当別町奉職
平成13年10月      当別町水道部長
　　15年  4月　　当別町企画部長
　　17年  3月　　当別町退職
　　17年  4月　　（社）当別町シルバー人材
　　　　　　　    センター事務局長
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こ
の
度
、
4
月
1
日
付
け
で

助
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
3
月
に
定
年
退
職
す

る
ま
で
、
町
職
員
と
し
て
皆
様
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

厚
情
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
分
権
に
よ
る
事
務
事
業
の
移
譲
や
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
国
庫
補
助
金
、
地
方
交
付
税
の
削
減
、
さ
ら
に
は
、

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
な
お
一
層
厳
し
さ
が
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
泉�
町
長
が
目
指
す

「
行
財
政
シ
ス
テ
ム
再
構
築
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
推
進
し
て

自
主
・
自
立
の
足
固
め
を
行
い
、
町
民
の
皆
様
が
「
安
心
し

て
住
め
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
住
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
実
現
に
向
け
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

何
卒
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　　　　　当別町代表監査委員

　      　　 鹿　  野　  信　  一

「姉妹都市」岩出山町は合併により52

年の歴史を閉じることになった。その閉町式が3月
19日に岩出山町のスコーレハウスで行われ町長、議
長外の方々と共に参列する機会を得た。
　式壇中央には国旗と町旗が掲揚され、式壇の袖は
当別町が贈った黄、白600本のチューリップで飾れれ
ていた。 緞帳 の脇には『ありがとう学問の町・はば

どんちょう

たこう未来へ！』と大書された布幕が垂れ下がって
いる。私は開式を待つ間このタイトルの意味を考え
ていた。学問の町とは日本最古の藩校「有備館」を
誇る岩出山の町づくりのキーワードである。岩出山
町は藩祖政宗公以来の伝統である子弟の教育を町づ
くりの基本に据えて来た。その具現化が「系列教科
教室」という他に類をみない中学校の運営であり、京
都の「哲学の道」に発想する内川沿いの「学問の道」
の整備等であったろう。
　だがこのユニークな町づくりの理念も合併を機に
失われていくことであろう。何故ならそれは「合併」
がもたらす宿命のようなものだからである。そして
「ありがとう学問の町」の意味がこれまでの町づく
りの理念に対する別離の言葉だと気が付いたとき私
はいま 将 に岩出山町の卒業式に参列しているのだと

まさ

思った。
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今
回
、
岩
出
山
町
に
伺
っ
た
一
つ
の
目
的

に
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
と
岩
出
山
町
、
当
別

町
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
「
友
好
交
流
の
証
」

署
名
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宇
和
島
市
は
、
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
の

長
男
秀
宗
が
初
代
藩
主
で
あ
り
、
幼
少
期
を

岩
出
山
城
で
過
ご
し
た
縁
で
、
平
成　

年
に

１１

岩
出
山
町
と
姉
妹
都
市
を
結
び
、
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
別
を
開
拓
し
た
伊
達
邦
直
公
は
、
岩
出

山
伊
達
家
初
代
、
宗
康
（
政
宗
の
四
男
）
か

ら
数
え
て
、　

代
目
に
当
た
り
、
平
成　

年

１０

１２

に
当
別
町
と
岩
出
山
町
は
姉
妹
都
市
を
結
び

ま
し
た
。
昨
年　

月
に
は
、
岩
出
山
町
民
号

１１

で
約　

人
の
岩
出
山
町
民
が
当
別
を
訪
れ
交

６０

流
し
ま
し
た
が
、
こ
の
席
で
、
三
市
町
で
の

交
流
の
輪
を
深
め
た
い
と
の
声
も
上
が
り
、

こ
れ
か
ら
の
三
市
町
の
絆
を
深
め
る
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

閉
町
式
典
の
前
日
に
、
岩
出
山
町
を
象
徴

す
る
場
所
で
も
あ
る
「
有
備
館
」
に
お
い
て
、

三
市
町
の
市
長
、
町
長
と
議
会
議
長
が
「
友

好
交
流
の
証
」
に
署
名
を
行
い
、
末
永
い
交

流
関
係
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

閉
町
記
念
式
典
は
、
ス
コ
ー
レ
ハ
ウ
ス
で

行
わ
れ
、
当
別
町
か
ら
贈
っ
た
６
０
０
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
飾
ら
れ
た
会
場
を
５
０
０

人
以
上
の
町
民
が
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
泉�
町
長
は

「
両
町
の
強
い
絆
が
希
薄
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
当

別
町
民
は
合
併
後
も
こ
の
岩
出
山
と
の
交
流

を
大
切
に
続
け
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い

る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
岩
出
山
町
民
の

来
町
を
記
念
し
て
作
成
し
、
当
別
駅
自
由
通

路
に
掲
げ
る
予
定
の
銘
板
を
披
露
し
ま
し

た
。
岩
出
山
が
大
崎
市
と
な
っ
て
も
、
本
町

と
の
絆
は
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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〜
岩
出
山
町
が
閉
町
記
念
式
典
を
開
催
〜
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 (3月5日）

　中小屋小学校は、農村地域の教育を担うため明治33年にお
寺を借りて開校しました。現在まで1,604人の卒業生を送り
出してきましたが、離農などで児童数が減り続け、今年3月末
に閉校しました。
　閉校記念式典には同窓生、地域住民など約180人が参列し、
同校の閉校をしのびました。
　式典に先立ち、大きくそびえ立つ楡の木の前に建立された
記念碑を地域関係者や在校生などが手を取り合い除幕すると
大きな拍手が沸きました。
　式典では、全児童９人が総合学習や音楽の授業で練習を重
ねてきた「当別太鼓」を息を合わせて力強く演奏し、同校106
年の歴史に花を添えました。その後に行われた「別れを惜し
む会」では、地域住民や同窓生が学校の思い出を振り返り、
閉校を惜しむ姿が見られました。
　また、24日には児童の父母らが見守るなか、同小学校の閉
校式が行われ、児童は慣れ親しんだ校舎に別れを告げまし
た。卒業生を代表して島崎奈緒さんが「この中小屋小学校で
みんなで心を一つにすることの必要さを学んだ。小学校での
思い出をいつまでも忘れずにこれからも頑張って行きたい」
と決意を述べました。
　同校の在校生6人は、４月からスクールバスで当別小学校
に通い、新しい学校生活がスタートします。

　中小屋小学校の閉校を記念して町内小学校の卒
業生が、将来の夢と希望を詰め込んだタイムカプ
セルを作りました。3月24日にこのカプセルを預
かってもらおうと各学校の代表児童が役場を訪
れ、泉�町長に手渡しました。
　カプセルは、卒業生が成人式を迎えた時に開封
する予定です。
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���
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　　 (3月11日）

　日頃の除雪のイメージを一新しようと当別移住促進
協議会が主催して「雪かき講習会」を開催しました。
　講師を務めた北海道医療大学の森田助教授は「除雪
は、大変ではあるが正しいやり方で行えばとても良い
運動になる。普段から体を鍛えておくことが必要」と
雪かきが健康に与える効果を訴えました。
　大阪府から移住目的で町内に滞在中の滝本夫妻も講
習会に参加し、「考え方を変えれば、雪も健康づくりな
ど体に良いことがあると思った」と感想を話していま
した。

��������	
��
　　 (3月12日）

　森林ボランティアの「シラカンバの会」が町民自主
企画講座「冬の防災と応急手当」を開催し、35人が参
加しました。講師は、災害救援ネットワーク北海道代
表の山口幸雄さんが務め、「防災紙芝居」を使って災害
に遭った時にどう行動するかをわかりやすく説明し、
参加者はうなずきながら聞いていました。
　昼食には、炊き出し訓練として参加者が協力して豚
汁とおにぎりを作り、おいしく試食しました。
　午後からは、災害時に簡単に作ることができるカン
テラ、笛作りを体験し、１日を通して有意義な講座に
参加者は、満足していました。

��������	
��	��
　　 (２月27日）

　札幌地方裁判所が主催した「裁判員制度出張講座」
の２回目が１月に引き続き開催されました。
　今回は、参加者が６人ずつ４班に分かれて実際に殺
人事件が起きたという想定で、被告人に殺害の意思が
あったのかを検証しました。
　参加者は、裁判官や裁判所の職員と一緒に被告人の
行動や物的証拠などを基に疑問点を整理していき、有
罪か無罪かを判断し、最後に班ごとに発表しました。
　裁判員の体験をした参加者からは「実際に判決を下
すことは難しいが、講座に参加したことでとても良い
勉強になった」と話していました。

��������	
��
　　 (3月12日）

　町カラオケ連合会が、町内外から参加者を集い開催
している「当別町長杯争奪カラオケ大会」が白樺コミュ
ニティーセンターで開かれました。
　シニア（66歳以上）と一般（65歳以下）の部に分か
れて行われた大会には、遠く紋別市からの参加者を含
む約100人が自慢の歌を歌い上げ、会場を埋め尽くした
500人の観衆から大きな拍手を浴びていました。
　シニアと一般の部それぞれの入賞者には、記念のト
ロフィーのほかに、副賞に町内で採れたお米が贈られ
ました。
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　児童会で栽培したジャンボカボチャに「交通安全」
と書いて、学校前に置き安全運転を呼びかけました。
　また、「火の用心」と書いたジャンボカボチャを消
防署へ寄贈して火災予防にも取り組みました。

東裏小学校児童会

　昭和62年から中小屋駐在所前で「交通安全呼びかけ
集会」を実施しました。平成17年度は、秋の交通安全
週間に合わせ、保護者や警察関係者を含めて集会を
実施し地域の交通安全意識の向上に寄与しました。

中小屋小学校児童会

当別小学校
第36回全道書道コンクール
（学校の部）団体優勝ほか

当別高等学校
第50回全道学校書道展表彰校
第58回北海道学生書道展覧会表彰校

北海道ｵｰﾌﾟﾝｶﾚｯｼﾞ開校準備
委員会（北海道医療大学）

ボランティア文化フェスティバル
2005グランプリ

　0歳児から就園前の子供と母親が集まり絵本を読み、手遊びやゲームを通じて親子の絆とコミュニ
ケーションを深める活動に尽力されました。

おはなしサークル
たんぽぽ

　町内外の合唱祭などに出演しているほか、姉妹都市である岩出山町において文化交流をしたこと
が評価されました。

当中レディース・
ハーモニー

　65年の長きにわたり菊作りの技術向上に努力され、町文化祭では、多くの町民に感動を与えたこ
とが評価されました。

当別菊花同好会

　37年の長きにわたり文化祭や当別神社祭典、高齢者施設、各種敬老会などで踊りを披露し、伝統文化の継
承に貢献したことが評価されました。

西川流舞踊教室
当別鯉延会
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生 涯 学 習 だ よ り

����������

　町女性団体連絡協議会が主催して町内に住む女性が交流と親睦を
深めようと「当別町女性のつどい」を西当別コミュニティーセン
ターで開催しました。
　会場に集まった約150人の女性が、浜中町で47年間地域医療に取
り組んできた医師の道下俊一さん、災害救援ネットワーク北海道代
表の山口幸雄さんの講演から、地域で行う女性活動について考えま
した。また、関ヒトシさんのギターコンサートで心を癒し、最後に
は、全員で当別音頭を踊り、有意義な１日を過ごしました。

当別小4年生伊藤日実子特別賞二席
第36回全道書道
コンクール

当別小1年生鈴木　舞特別賞四席　　　〃　　　

当別小1年生木村明夢

特別賞　　　〃　　　

当別小1年生板東莉子

当別小2年生清水ひかり

当別小2年生東出優弥

当別小4年生吉尾鷹哉

当別小6年生浅井香理

当別小6年生原田　舞

西当別中3年生天内雅人

当別小1年生門脇光希

特別賞
第37回全国学生
書道展覧会

当別小2年生熊木聡希

当別小4年生小野寺泉美

西当別小4年生山下菜穂

西当別小5年生菊地香帆

西当別小5年生阿部由季
2005少林寺拳法国際大会 in
FUKUI（小学生団体の部）優秀賞

西当別小6年生小山友花里
第48回小学生・中学生全国空手道選手
権大会（小6女子形の部組手の部)出場

北海高2年生岩倉　渉
第60回国民体育大会秋季大会
(新体操少年女子個人・団体)出場

医療大歯学部

5年生
廣神　宝

第37回全日本歯科学生総合体育大
会（柔道部門個人戦81㎏ 以下級）
優勝

Ｇｌ�s
盛永まき

中多一康
第17回ミニバレージャパンカッ
プ 2005（混成40歳未満の部）優勝

北海道医療大学
硬式野球部

第37回全日本歯科学生総合体育大
会（硬式野球部門）優勝

当別高1年生石田由佳第58回北海道学生書道展覧会推薦ほか

当別高2年生石田理恵第39回全道高等学校書道展優秀賞ほか

当別高3年生石田真奈美第50回全道学校書道展特選ほか

当別高3年生柄崎加緒里第50回全道学校書道展特選

当別中1年生藤原咲良
平成17年度緑化思想普及作品

　　　　　　懸賞募集第2位　 西当別中2年生井川桃香

当別高3年生塚田亜美
第56回日本学校農業クラブ

全国大会（農業鑑定競技会）出場
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（3月２日）
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（作文の部）

（ポスター中高校の部）
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　町教委では、町民の自発的な学

習活動を支援し、多種多様な学習

ニーズに応えるため、町民自ら企

画、運営する学習活動（講座や講

演会など）を「町民自主企画講座」

として共催、支援します。

　年間を通して受付していますの

で、随時ご相談ください。

▼�����社会教育施設（公民

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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��　子供が進学で家族と離れて暮らします。健康保険
　証を別に発行できますか
��　大学への修学や長期の旅行、出稼ぎなどで当別町 
を離れるときは、その人のためにもう１枚健康保険証を
発行します。国保年金係で国民健康保険証、学生証の
コピーなど修学を確認できるものを持参して申請して
ください。
���　国保年金係（�23－2467）

��������	
����
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「診療所はなんとなく不安だから」といって大病院に
行く人がいますが、大病院は高度な検査や医療が必要
な人のための病院です。
　まずは身近で信頼できる「かかり
つけ医」を作っておくことが基本で
す。かかりつけ医であれば、小さ
な変化も見逃さずチェックしても
らえます。
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　定額で��������	
、付加保険料は�������で
す。納付書で１年または半年（４月～９月）分をまとめて、
５月１日までに納めると、表のとおり割引となります。　

��������	
�������	�

　国民年金に加入しなければならない２０歳以上の学生
で保険料の納付が困難な場合や、３０歳未満で本人と配
偶者の収入が一定額以下の場合は、国保年金係で申請
すると保険料の納付が猶予されます。
　申請には、学生の方は学生証を持参し、代理の方が申
請する場合は印鑑が必要です。
　申請を行わずに保険料が未納のまま、不慮の事故な
どで障害が残った場合に、障害基礎年金などを受給で
きなくなりますのでご注意ください。
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����4月12日（水）・26日（水）
　　　国保年金係へお気軽にお越しください。

���������	
�札幌北社会保険事務所）
���4月20日（木）・10時～15時
��　商工会館（錦町）

���������	
�

������甲種、乙種（第１～第

６類）及び丙種

◎����5月28日（日）

◎���　札幌市ほか

◎����　4月11日（火）～20日

（木）　　

���������	
��

�������

◎ � � ��6月13日（火）～16日

（金）（4日間）

◎����　札幌市民防災セン

ター

◎����　

4月24日（月）～5月12日（金）

◎����案内は（財）日本消防

設備安全センターホームページで

確認できます。

���� http://www.fesc.or.jp/

▼��　当別消防署消防課指導係

（�23－2537）　　　　　　　

��������	
��������	
��

�� �� 館、総合体育館、西当別コミセン

など）の無料提供のほか、講師謝

礼金（限度額３万円）など。

▼��　社会教育課社会教育係

（「総合体育館」内・�22－3834）

�����
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　学園都市線が、3月18日（土）に

ダイヤ改正され、札幌発着各1本増

便されました。

石狩当別着石狩太美着札幌発
13：2513：1812：40

札幌着石狩太美発石狩当別発
14：1313：3713：31

（下　り）

（上　り）
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　趣味の講座や健康・生き甲斐づ

くりの講演会、見聞を広げる視察

研修など楽しく学べる内容が盛り

沢山です。お友達を誘い合って、

申し込みください。

▼��　5月～平成１９年3月

▼��　第２金曜日　１０時～１２時

▼��　公民館（末広）

（講座の内容により開催日、場所

を変更することがあります。）

▼��　40名

▼���　無料（保険料、材料費、

旅費は個人負担）

▼����　4月27日（木）

▼��　公民館（�23－2511）　町教委では、学校開放事業とし

て小中学校の体育館・グランドを

定期的に利用する団体を募集しま

す。希望団体は登録手続きをお願

いします。

▼��　18歳以上の町民、町内に

勤務している方または通学してい

��������	
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�� ������

　町では、体の機能回復や日常生

活の拡大を目的にした「リハビリ

教室」を実施しています。

▼��　脳卒中後遺症や神経難病

などで、退院後も継続して機能訓

練が必要な方（ただし、介護保険

の認定を受けている方は対象外。）

▼���　４月19日（水）

　毎月１回開催。日程は毎月広報

に掲載しています。

▼��　10時30分～14時30分

▼��　ゆとろ(西町)

▼��　

��～体操・レクリエーション・

創作活動などを通したリハビリ、

言語聴覚士によることばの教室、

様々なサービスの活用法や生活の

中での工夫点の情報交換。

��～作業療法士・言語聴覚士か

らの家庭で行えるリハビリ方法、

生活の仕方のアドバイスなど。

▼��　無料

▼�����　福祉課保健サービ

ス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６）

��������

　リハビリ教室をお手伝いしてく

ださるボランティアを募集してい

ます。

▼��　９時30分～15時

▼��　参加者との交流、体操・

レクリエーション時の補助など。

▼����日程、会場、申込みは

上記リハビリ教室と同じです。ご

都合に合わせて参加できる方でも

結構です。
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　写真付きの「住基カード」は、金

融機関で口座を開設するときや携

帯電話を新規に購入する場合など

に、運転免許証などと同様に公的

な身分証明書として利用できます。

��������	
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　全国どこの市区町村窓口でも、

本人や世帯の「住民票の写し」の

交付を受けることができます。

��������	
����

　申請者が本人であることを証明

するシステムを利用することで、

自宅や会社のパソコンを使って行

政機関へさまざまな手続き（電子

申請）をすることができます。

（利用には、別に申請が必要。）

���������	
��

�証明書用に撮影した顔写真１枚

（縦4.5�、横3.5�）

�印鑑

�免許証、健康保険証、年金手帳

　など、本人が確認できる書類

�手数料500円

　申請者本人が窓口へお越しくださ

い。申請後約2週間で交付できます。

���������　住民生活課

戸籍住民係（�23－2463）

る大学生で構成する10名以上の団

体。

▼����　5月～平成１９年３月

（学校行事などで利用できない日

もあります）

▼�������

���　当別小学校・当別中学校・

西当別小学校・西当別中学校・弁

華別中学校

����　当別小学校・西当別小

学校

▼����　総合体育館と西当別

コミュニティセンターに備え付け

の登録用紙に必要事項を記入の

上、４月１４日（金）までに提出して

ください。

▼��　社会教育課スポーツ振興

係（「総合体育館」内・ �２２－３８３３）

　人事院では、平成18年度中に各種国家公務員の採用試験を行う予定です。
　詳しくは、人事院北海道事務局のホームページをご覧ください。
　▼����　http://www.jinji.go.jp/hokaido/（�011－241－1248）
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　花を植えて育てることに関す
る知識や技術を持つ人で、北海道
知事の認定を受けています。
　現在は、町内で「花壇づくりの
デザインの講習会や研修会」など
を通して花の植え方、育て方をわ
かりやすく指導しています。

　「とうべつフラワーマスター連
絡会」に所属する6名のフラワー
マスターが花に関する相談に応
じたり、助言・指導をしています。
　町内会や各種団体での花壇作
りをする場合や個人で庭をきれ
いにしたいなど、花に関するアド
バイスを受けたい場合は、事務局
まで気軽にご連絡ください。

代表 森本　茂さ
ん

　（獅子内）
�土作り
�苗作り
�エクステリア

  �木　馥美さ
ん

　 （弥生）
�土の性質
�差し木・差し芽

  菅　純子さ
ん

　（六軒町）
�ハーブ
�ハンギング

  長尾　正枝さ
ん

　 （弥生）
�ハンギング
�花の特性
�花の種子

  荒戸　恵子さ
ん

　 （樺戸町）
�苗の作り方
�整形花壇
�種のまき方

  佐藤さよ子さ
ん

　（太美町）
�バラづくり
�宿根草

���������	
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  　事務局　美しいまちづくり課
 　 （�23－3073/�25－5555）

　現在、みなさんの努力で各地域で特色のある「美しいまちづくり」が進
められています。町では、住民の自主的な活動を支援する補助金を交付し
ます。希望する団体は、美しいまちづくり課に備え付けの申請書に必要事
項を記入して、4月21日（金）までに提出してください。

����　事業費の2分の1以内。
（限度額30万円）
���　原則2年（最大3年）
��������　美しいまち
づくり課（�23－3073）
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　当別消防署では、期間中に各種

行事を実施し、防火を呼びかけま

す。

　一人暮らしの高齢者のお宅や

防火対象物の査察、火災予防巡回

広報も実施します。

�������������

��　4月29日（土・祝）10時～

　　�雨天時も実施します。�

���当別消防署庁舎前

��　当別中学校吹奏楽部の防

火ミニコンサート、防火縁日、各

種体験コーナーなど。

����������������
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　16歳から69歳までの健康な方な

らどなたでも。（ 65歳以上の方

は、60～64歳までに献血経験があ

る方。）

������　���������	
����（西町）　

　9時30分～10時30分

���（白樺町）

　11時～12時・１３時～１４時30分

���������	
��（太

　美町）15時～16時　
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　ファミリー・サポート・システ

ムは、地域の人が子育て家庭を支

援していくシステムです。子育て

の援助を受けたい人（利用会員）

と援助を行いたい人（協力会員）

の組織です。

　利用会員になると、次の料金で

お子さんを預けることができま

す。協力会員は、お子さんを預か

るなど子育て家庭を支援します。

　専業主婦のお母さんも気軽に、

利用できるシステムです。

▼���　NPO法人青少年活動セ

ン タ ー「ゆ う ゆ う２４」（�23－

1909）、子育て推進課子育て支援係

(「ゆとろ」内・�25－2658）へ。　

�������　毎月第2・第4木曜日　19時30分まで

����　納税課納税係（�23－2341）

　課税されている税金が、納期日に一斉に引き落としされ

ますので、「税金を納め忘れた」「納付書を無くした」という

心配が少なくなります。

　ただし、残高不足などで引き落としされなかった場合は、

次の引き落とし月に2期分を引き落とすことはできません。

　その場合は、後日役場から送付される納付書により、ご自

分で納めることになりますので、ご注意ください。
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　口座振替には、どのようなメリットが

ありますか？

��

���������	�

���������	

�����　３０分ごとに　

平日　8時～18時     250円
土日・祝日・          
年末年始・時間外 300円

二人目からは150円を加算。

��������

▼���　子育て推進課子育て支援係（�25－2658）
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��　江別募集事務所（�011－383－8955）

���������������

１次試験
5月20日（土）
5月21日（日）
�21日は飛行要員のみ
2次試験
6月20日（火）～22日（水）

4月1日（土）
～

5月12日（金） 

�大学卒業程度の学力を有し、20歳以上
26歳未満の者（22歳未満は大卒見込み含）
�大学院修士課程修了者（見込含）は、２８
歳未満（海上技術幹部候補生は、理学また
は工学課程修了者に限る）

一般
・
技術

幹部候補生
�歯科は、専門の大学卒（見込含）で20歳
以上30歳未満の者
�薬剤科は26歳未満、薬学修士取得者は
28歳未満

歯科
・

薬剤科

受付時に通知通年18歳以上27歳未満の者2等陸・海・空士（男子）

���������

����������	
�
��������	
����

����　毎週金曜日
���      14時～16時
���　公民館（末広）
�������山本（�23－3292）

����������

����　4月8日～6月24日
　　　  （毎週土曜日に開催）
�����13時～16時
����　白樺コミセン（白樺町）
����　受講料無料
������　佐々木（�090－
1522－3001）

��������

���������

　LOVE！パンケ（辻野浩代表）では、
街を通る人に河川を楽しんでもらお
うと、今年も弥生と幸町の間のパン
ケチュウベシナイ川に鯉のぼりを掲
げることを計画しています。
　皆さんのご自宅で使わなくなり、
物置で眠っている鯉のぼりがありま
したら、是非提供いただき、大空を泳
がせてみませんか？
▼��������
「あえ～る」（弥生・
�25－5116）
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�������

　５月号からの広報「とうべつ」と
町ホームページに広告を掲載できる
ようになりました。
　オリジナルな広告で、お店をア
ピールしませんか。

���������１枠　10,000円
 （縦4�×横8.5�）　
��������　１枠　  7,000円
（縦45ピクセル×横165ピクセル）　

　申込み、掲載方法など詳しくは、
情報課広報広聴係（�23－3069）に
問い合わせください。
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　町内でボランティア活動をしてい
る人が集まって「春のボランティア
の集い」を開催し、９０人が参加。
　子育てをテーマにしたフォーラム
では「ママＣＯＭとうべつ」の宮川
綾子さん、民生児童委員の袴田万紀
子さんをパネリストに子育ての悩み
や苦労などを発表し合い、理解と交
流を深めました。     　　（3月4日）

��������	
��

　イラストレーターを目指して活動
している町内在住の佐藤久美子さん
が「歯の健康プラザ」で個展を開催。
　佐藤さんが「部屋に飾って楽しめ
る絵を描くことを心がけている」と
話すとおり、プラザ内は、自らのイ
メージで描かれた家やまちの絵がた
くさん飾られ、明るい雰囲気に包ま
れていました。           （3月23日）
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�����（5月は第2木曜日の開催です)

　��  ����������	
	���������　 �������������  ���������事前に福祉係（�23－3019）へ。　

�������（毎月第2・４木曜日に実施)　〔携帯電話で２４時間受け付けます。090－2070－5082へ。〕

　�� �������������������　������������   ��������町社会福祉協議会（�22－2301）へ。

No.330

�����������3月1日現在�
                             （　）は前月との比較

������人��������
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　町広報誌に掲載している、出生おめでとう、おくやみ欄は、個人情報の保
護や社会情勢の変化から一定の役割を終えたと考え、3月31日までの受付分を
最後に掲載を終了させていただきます。《担当：情報課広報広聴係》
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目配り・気配りで安全運転を
実践しましょう。
���������

お子さんの安全指導・監護を
しっかり行いましょう。

������

高齢者の交通事故防止・スピードダウンに
よる安全運転・シートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底・飲酒運転追放
を重点に、町内で街頭指導、セーフティー
コール、交通安全教室を行い、交通事故防
止に取り組みます。

������������

��������������
そらと

������������������

���������������
はると

���������������
えな

���������������
こうせい

����������������
ひかる

������ ���������

太美町千賀子〈85〉小川　ミキ

対　雁レイ〈45〉塚島　　 勝 
まさる

川　下本人〈75〉山田　 昭市 
しょういち

東　町雅彦〈67〉�橋 須美子 
すみこ

金　沢本人〈76〉宮�　 哲二 
てつじ

中小屋敏�〈91〉榮木　� 二    
ひろじ

末　広本人〈68〉�橋　忠������
ただひろ

ビトエ正男〈91〉工藤　リキ

六軒町本人〈68〉山崎　 一郎 
いちろう

栄　町本人〈63〉藤田　 正志 
まさし

東　裏明彦〈86〉太田　 梅枝 
うめえ

当別太進〈92〉山下ミサヲ

白樺町本人〈41〉齊藤　 雄司 
ゆうじ

元　町�雄〈74〉内田　 榮子 
えいこ

金　沢英一〈96〉天野　リツ

北栄町智惠子〈36〉楠　　 弘記 
ひろき

六軒町本人〈49〉西山　 英俊 
ひでとし

��������	
��

▼榮木敏�さん（中小屋）から５万円
▼内田�雄さん（元町）から５万円
▼天野英一さん（金沢）から５万円
▼塚島レイさん（対雁）から３万円
▼藤田美和子さん（栄町）から３万円
▼当別町カラオケ連合会（会長高橋　　
　登）から３万円
▼匿名の方から石鹸１２０個
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該当の日程を対象者へ通知します。
お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食な
ど、日ごろの悩みを解消しましょう。
���������	
��をします。���
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�������������

����������	


　
　

お
母
さ
ん
と
乳
幼
児

�������
�������������
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生後３～９０カ月のお子さんへ「小児マヒ」の予
防接種をします。（予約不要）
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1歳から就学前までの幼児
虫歯のチェックと、フッ素の塗布���
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�����������

��������	
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　�勤医協当別診療所（要予約）
　�近藤医院
　�太美中央医院
　�スウェーデン通り内科循環器科クリニック
　�さわざき医院（要予約）
　�とうべつ内科クリニック（要予約）
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糖尿病や高血圧など生活習慣病のチェックが
できます。（４０歳以上）���������	�
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バスで札幌の検診センターへ行き、胃・肺・
大腸・子宮・乳のがん検診を受診します。

���
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脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に不
自由さがある方。

���

�����
�����������

������

外に出る機会の少ない高齢の方。�������
�����������

���

外に出る機会の少ない高齢の方。���
������
�����������

�������

お酒で悩んでいる方とその家族。
（断酒会の申込み・詳細）
日中は江別保健所�011－383－2111
夜間は工藤�22－2510

���
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���                             

3カ月間あなたに合った健康づくり（運動・食
事）をお手伝いします。
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���������福祉課保健サービス係（「ゆとろ」内・�２３－２３４６） 

�����

場所時間日にち内　容場所時間日にち内　容
ゆとろ13：00～１５日（月）4カ月10カ月児健診(BCG)ゆとろ13：00～10日(水)マタニティースクール

江別保健所13：00～26日（金）こころの健康相談   西コミ 13：00～12日(金)１歳8カ月・３歳児健診 
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う
つ
病
と
は
、
脳
の
働
き
に
故
障
が
生

じ
、
憂
う
つ
に
な
っ
た
り
、
や
る
気
が
で
な

く
な
っ
た
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　

言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
う
つ
病
は
、
こ
こ

ろ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
切
れ
て
元
気
が
無
く

な
っ
た
状
態
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
が
切
れ
た

状
態
で
車
を
走
ら
せ
続
け
る
と
車
は
間
違

い
な
く
壊
れ
ま
す
。
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の

様
々
な
症
状
は
、
ガ
ソ
リ
ン
が
切
れ
て
い

る
と
い
う
サ
イ
ン
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

う
つ
病
で
や
る
気
の
出
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
が
弱

い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
よ
っ
て
、
意
欲
や
活
力
な
ど
を
伝
達

す
る
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
の
働
き
が
悪

く
な
り
、
そ
の
結
果
憂
う
つ
感
な
ど
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
い
、
う
つ
病
の
症
状
が

現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

治
療
で
こ
の
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
の
バ

ラ
ン
ス
の
乱
れ
を
修
正
す
る
こ
と
で
改
善

で
き
る
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

う
つ
病
の
治
療
の
基
本
は
「
休
養
」
と

「
薬
」で
す
。
仕
事
や
家
事
な
ど
の
荷
物
を

少
し
の
間
お
ろ
し
て
、
疲
れ
た
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
を
十
分
に
休
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
と
併
行
し
て
、
薬
に
よ
る
治
療
で

脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱

れ
を
調
整
し
ま
す
。
う
つ
病
の
方
の
多
く

が
薬
に
頼
る
こ
と
を
甘
え
て
い
る
こ
と
と

考
え
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
抵
抗
を
感

じ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
か

ら
だ
や
こ
こ
ろ
を
休
め
て
も
、
か
ら
だ
の

中
で
起
こ
っ
て
い
る
異
常
を
き
ち
ん
と
修

正
し
な
け
れ
ば
治
り
ま
せ
ん
。

　

治
る
ま
で
に
あ
る
程
度
の
時
間
は
か
か

り
ま
す
が
、
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
で

治
る
病
気
で
す
。
う
つ
病
は
「
病
気
」
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
、
焦
ら
ず
じ
っ
く
り

治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
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（「
う
つ
対
策
推
進
方
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」よ
り
） 

①
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い
。

②
こ
れ
ま
で
楽
し
く
や
れ
て
い
た
こ
と
が
、

　

楽
し
め
な
く
な
っ
た
。

③
以
前
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今
で

　

は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る
。  

④
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い
。

⑤
訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

  
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
２
項
目
以
上
が
、
２
週

間
以
上
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
、
そ
の
た

め
に
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
毎
日
の

生
活
に
支
障
が
出
た
り
し
て
い
る
場
合
に

は
、
う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ゆ

と
ろ
）・
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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町
外
の
人
が
当
別
町
に
興
味
を
持
っ
て
足
を
運

ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
サ
イ
ト
で

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
別
町
ア
パ
マ
ン
ナ

ビ
も
整
備
中
で
す
が
、
医
療
大
に
入
学
す
る
学
生
さ

ん
も
こ
の
サ
イ
ト
で
ア
パ
ー
ト
探
し
が
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
企
業
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
情
報
が

増
え
れ
ば
、
町
内
の
方
も
当
番
病
院
や
診
療
時
間
、

飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
身
近
な
こ
と
を
簡
単
に

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

気
軽
に
使
う
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
発
見
も
で
き

る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
こ
と
が
無
い

人
に
も
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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３
年
前
か
ら
ま
ち
の
情
報
を
面
白
い
形
で
発
信

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
当
別
に
も
光
ケ
ー
ブ
ル
が
引
か
れ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
い
、
一
大
奮
起
し
て
昨

年　

月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
当
別
町
タ
ウ

12
ン
ナ
ビ
」
と
銘
打
っ
て
配
信
し
て
い
ま
す
。
町
内
に

あ
る
約
5
0
0
件
の
商
店
や
企
業
の
所
在
地
な
ど

が
キ
ー
ワ
ー
ド
や
ジ
ャ
ン
ル
別
で
簡
単
に
検
索
で

き
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
面
白
く
な
い
の
で
、
事
業
主
の

方
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
お
店
の
映
像
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
も
掲
載
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
別
町
タ
ウ
ン
ナ
ビ
が
町
内
外
を
問
わ
ず
、
多

く
の
人
に
ま
ち
を
知
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
使
い
や
す
く
便
利

な
も
の
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
生
活
に
役
立
つ
情
報
な
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

札
幌
市
の
人
で
も
、
当
別
町
の
こ
と
を
知
ら
な

い
人
が
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
に
は
、
た
く
さ
ん
の

良
い
場
所
や
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
所
が
あ
る
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
上
手
に
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
人
が
集
ま
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
当
別
町
タ
ウ
ン
ナ
ビ
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
情
報
を
、
町
内
外
に
発
信
し
て
、

当
別
町
が
も
っ
と
元
気
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
の
輪
が
町
内
に
広
が
り
、
協

力
者
が
も
っ
と
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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　　花卉栽培のハウスにて撮影
　　　（町広報担当者撮影）

��������	
����

�����������	
�

http://tobetsu.net/

http://apaman.tobetsu.net/

当別町タウンナビ

当別町アパマンナビ

連絡先　自宅　23－3371/携帯　090－7053－1219


